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１．原子力規制検査とは
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原子力規制検査の特徴

１．検査対象は事業者の全ての安全活動であり、検査したい施設や活動や情報に自由
にアクセスできる。 （フリーアクセス）

２．より多くの時間を安全上重要なものの検査に使うとともに、実際の事業者の活動
を現場で確認する。 （リスクインフォームド、パフォーマンスベースト）

【これまでの検査】 【新しい検査】原子力事業者等の
安全活動全般

保安検査の確認範囲
（保安規定の規定範囲）

運転管理

工事・修理

年一回程度の
大規模点検

日々の点検

使用前検査

施設定期検査

保安検査

使用前
事業者検査

定期
事業者検査

他の検査・調査等

原子力規制検査
・事業者の検査の実施状況
・講ずべき措置の実施状況
・その他の措置の実施状況

他

事業者による
検査の義務化

原子力規制検査は、福島第一原子力発電事故の教訓等を踏まえた見直しを行い、
令和2年4月から実施している新たな検査制度です。
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検査気付き事項

原子力規制検査

基本検査追加検査

特別検査

必要な場合は
追加検査を実施

事業者の
安全活動の改善
更なる安全性向上

総合的な評定（年１回）

検査気付き事項の重要度評価
・安全上の重要度で分類
・実用炉では、 、 、 、 、軽微に分類

規制措置

行政指導
改善状況の報告 等

措置命令
許可取消 等

監
視
程
度
に
合
わ
せ
た
次
年
度
検
査
の
実
施

結果等を事業者へ通知、併せて広く公表
検査結果、評定結果及び年間検査計画を通知し公表する。

安全上見過ごせない場合
総合的な評定前に対応

２．原子力規制検査の流れ



３．令和５年度 検査計画

（１）区分

【１，２号機（廃止措置中）、３，４号機（運転中）】

• 令和４年度から引き続き第１区分とし、基本検査を行う。（追加検査なし）

（２）検査計画

日常検査 ： 原子炉起動・停止、燃料体管理 等 計１６３サンプル

チーム検査 ： 品質マネジメントシステムの運用
重大事故等対応要員の訓練評価 等
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４．令和５年度第１、２四半期原子力規制検査結果

（１）検査実績
検査サンプル数：約８４サンプル

原子炉起動・停止、火災防護 他

（２）結果
【１号機、２号機】
・第１及び第２四半期に検査指摘事項は確認されなかった。

【３号機、４号機】
・第１及び第２四半期の検査指摘事項は以下のとおり。
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〈第１四半期〉
○玄海原子力発電所３号機 不適切な点検計画表の管理によるB安全補機室冷却
ユニット定期事業者検査実施時期の超過及び原子力規制委員会への誤った報告

○玄海原子力発電所３、４号機 不適切な設計管理による火災防護対象ケーブル
の系統分離対策の不備

〈第２四半期〉
○玄海原子力発電所３、４号機 タービン動補助給水ポンプ室等における火災感
知器の不適切な設置

○玄海原子力発電所３、４号機 系統分離対策を行う火災防護対象機器等選定時
の誤った火災影響評価による火災防護対象機器等の系統分離対策の不備



５．検査指摘事項の概要
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○玄海原子力発電所３号機 不適切な点検計画表の管理によるB安全補
機室冷却ユニット定期事業者検査実施時期の超過及び原子力規制委員
会への誤った報告

令和５年１月18日に、令和４年１月21日から令和５年１月10日まで実
施された定期事業者検査（以下「定事検」という。）に係る原子力規制
検査を実施したところ、3B安全補機室冷却ユニット（以下「当該設備」
という。）の定事検に係る２つの事象を原子力検査官が確認した。
①事業者の点検計画表において、当該設備に対する定事検の点検頻度
が２保全サイクルとなっているにもかかわらず、定められた点検頻
度で実施していなかった。

②３号機第16保全サイクル開始時に原子力規制委員会へ報告された定
事検報告書において、当該設備の定事検を第14保全サイクルに実施
していないのに実施したとして報告していた。

重要度 ： － （軽微）
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○玄海原子力発電所３、４号機 不適切な設計管理による火災防護対象
ケーブルの系統分離対策の不備

令和５年１月24日、玄海原子力発電所３、４号機において、原子力検
査官が、令和４年度第１四半期の検査指摘事項「美浜発電所３号機工事
計画に従った評価・施工の不備による補助給水機能に対する不十分な火
災防護対策」の未然防止処置の対応状況の確認を行ったところ、火災防
護対象ケーブルに系統分離対策が施工されていないことを確認した。

○玄海原子力発電所３、４号機 系統分離対策を行う火災防護対象機器
等選定時の誤った火災影響評価による火災防護対象機器等の系統分離
対策の不備

令和５年１月24日、玄海原子力発電所３、４号機において、原子力検
査官が、令和４年度第１四半期の検査指摘事項「美浜発電所３号機工事
計画に従った評価・施工の不備による補助給水機能に対する不十分な火
災防護対策」の未然防止処置の対応状況の確認を行ったところ、系統分
離対策を行う火災防護対象機器等選定時の誤った火災影響評価により、
火災防護対象機器等が選定されず、必要な系統分離対策が施工されてい
ないことを確認した。

重要度 ： 緑

重要度 ： 緑
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○玄海原子力発電所３、４号機 タービン動補助給水ポンプ室等におけ
る火災感知器の不適切な設置

事業者は、伊方発電所３号機の火災感知器の不適切な設置を受け、玄
海原子力発電所３、４号機に設置されている火災感知器について調査し
たところ、原子炉施設の安全上重要な機器が設置されている区画を含む
火災区画において、合計約4850個のうち244個の火災感知器が「発電用
原子炉施設の火災防護に関する説明書（工事計画認可申請添付資料７
玄海原子力発電所３、４号機）」５．１．２（１）ｂ．（ａ）に明記さ
れた「火災感知器は、消防法の設置条件に基づき（中略）異なる種類の
火災感知器を組み合わせて火災を早期に感知することを基本として、火
災区域又は火災区画に設置する設計とする」を満足していないことが、
令和５年８月10日に確認された。

重要度 ： 緑



規制事務所検査官の１日の活動

〇原子力規制検査の流れ－規制事務所検査官の一日の活動

１

３

検査官事務所での１日の
スケジュールの確認

中央制御室での監督

発電所現場での観察

４

５

現場巡視、作業者等に
対する質問

６

検査気付き事項についての
事実関係の質問

Web回線による
情報交換

規制事務所A

規制事務所B 規制事務所C

規制事務所D、E、・・・

本庁
昨日のAポンプ
機能試験でこの
ようなことがあ
りました・・・。

客観的報告

事業者の会議に同席

２

参考
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事業者による対応
（第１区分）

規制機関による対応
（第２区分）

監視領域の劣化
（第３区分）

複数／繰り返しの監視領
域の劣化（第４区分)

許容できないパフォーマン
ス（第５区分）

評価結果

すべてのPIが 緑 で、

かつ、検査指摘事項が
ない場合又はある場合
でもその評価が全て

緑 のとき

監視領域（大分類）に

おいて 白 が1又は2

生じている

・一つの監視領域（小分

類）において 白 が3以

上又は 黄 が1生じてい

る［監視領域（小分類）
の劣化］又は、
・一つの監視領域（大分

類）において 白 が3

生じている

・監視領域（小分類）の
劣化が繰り返し生じてい
る又は、
・監視領域（小分類）の
劣化が2以上生じている
又は、

・黄 が2以上又は、

・赤 が1生じている

全体的に許容できないパ
フォーマンス

各監視領域に必要な機
能・性能は十分に満足
している

各監視領域に必要な機
能・性能は満足してい
るが、小程度の安全上
の劣化がある

各監視領域に必要な機
能・性能は満足してい
るが、中程度の安全上
の劣化がある

各監視領域に必要な機
能・性能は満足している
が、長期間の問題又は重
大な安全上の劣化がある

・プラントの運転は認めら
れない
・安全に対する余裕が許容
できない

規制
検査

項
目

基本検査のみ
（事業者の是正処置）

・基本検査
・追加検査１（※）

・基本検査
・追加検査２（※）

・基本検査
・追加検査３（※）

視
点
等

・事業者の是正処置の
状況を確認する

・パフォーマンスの劣
化が認められた事業者
の活動の中から追加検
査項目を選定

・根本原因分析の結果
の評価並びに安全文化
要素の劣化兆候の特定

・パフォーマンスの劣化
が認められた事業者の
活動と、関連するQMS要
素の中から追加検査項
目を選定

・根本原因分析の結果の
評価並びに安全文化要
素の劣化兆候の特定

・全体的な事業者の活動と、
QMS要素の中から追加検
査項目を選定

・根本原因分析の結果の評
価並びに安全文化要素の
劣化兆候（第三者により
実施された安全文化の評
価を含む）の特定

規制措置 なし 追加検査のみ 追加検査のみ 報告徴収、など
許可取消し又は運転の停止
命令、保安措置命令、保安
規定の変更命令、など

※ 追加検査

指摘事項の重要度評価の結果（白、黄、赤）の数により、軽重のある３つの追加検査から選択され、事業者の取
組・評価について検査するもの。重い追加検査では、被規制者の安全文化に対する取組等に関しても検査する。

原子力規制検査に基づく監督
（指摘事項の評価結果を踏まえた追加検査等の対応）

参考
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